
「ぴゅあ総合」で検索！

「フォロー」すると最新情報が受け取れます。

■会場：ぴゅあ総合・小研修室1　■対象 :一般県民（要事前予約）　■定員：各回40名　■受講無料

ぴゅあ総合
山梨県立男女共同参画推進センター

〒400-0862　甲府市朝気1-2-2
TEL:055-235-4171 FAX:055-235-1077
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憲法と人権の視点で考える

現代社会の問題Ⅸ

楽天堂内科
整形外科裏

印傳屋

平成29年度ぴゅあ総合普及・啓発事業　

THINK ABOUT COMTEMPORARY SOCIAL ISSUES FROM THE POINT OF VIEW OF THE CONSTITUTION AND HUMAN RIGHTS

１.「障害者とともに社会発展をめざす　～障害者に対する差別禁止と合理的配慮とは？～」
　　2月 10日（土）13:30 ～ 15:30　

障害者差別解消法が施行されて２年近くになります。交通事故、ハードワークに起因する腰痛や精神疾患、思春期疾患など、
誰もが日常の中で障害者になり得る時代です。障害者が人間らしく生き社会で活躍できる方法を憲法規範から探ります。

◆講師：山内 幸雄さん（山梨学院大学法学部政治行政学科教授）

２.「マネーの不平等と巨大企業優先政策　～超富裕化する人々と貧困化する人々～」
　　2月 17日（土）13:30 ～ 15:30　

巨大企業トップの報酬が巨額化する一方、非正規雇用が増え貧困の連鎖が問題視されている現代、このままマネーの格差が
拡大を続けて良いでしょうか。「人間らしく生きる」をめざす日本国憲法の視点から内閣の税・経済政策を批判検討します。

３.「性犯罪をなくすために　～厳罰化の刑法改正と被害者を支える人権尊重文化～」
　　3月 3日（土）13:30 ～ 15:30　

４.「フェイク・ニュースを斬る　～政治権力による「印象操作」と報道の自由～」
　　3月 17日（土）13:30 ～ 15:30　

刑法改正によって性犯罪処罰が厳罰化されましたが、それだけで性犯罪が撲滅されるでしょうか。人権尊重文化が一人
ひとりの心と行動に染み込み、被害者の心に寄り添える社会づくりを考えます。

日本では今、報道の自由が有力政治家たちからの強力な圧力に晒されていると国連人権理事会の特別報告官は語りました。
雄弁な政治家の印象操作やネット上のフェイク・ニュースに耐えて国民は真実の報道を受け取れるでしょうか。

憲法と人権の視点で考える

現代社会の問題Ⅸ
身近な新聞記事を題材に憲法と人権の視点から時事問題を捉え、現代社会を取り巻く

問題について山梨学院大学法学部教授の山内幸雄先生と一緒に考えます。

【 講師プロフィール 】
近畿大学大学院法学研究科博士課程を修め、1983年、山梨学院大学に奉職。現在、同大学法学部政治行政学
科教授（専門分野：憲法学・男女共同参画法制）。これまでに山梨県女性いきいきプラン推進懇話会労働部会長、
ヒューマンプラン21策定懇話会座長、男女共同参画推進センター運営協議会委員、同講師、女性リーダー養
成海外研修アドバイザー、市町村研修センター講師などを務め、現在、精神医療審査会法律委員、女性相談
所専門委員を務める。著書に池田政子＆やまなしの仲間たち編著『未来につなげる男女共同参画―ジェンダー
視点の実践活動―』、石田栄仁郎・山内幸雄編著『日本国憲法講義』など多数あり。


